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剣道範士八段

大正14年2月6日生まれ。94歳。三角町在住。平成30年度生涯スポーツ

功労者として文部科学大臣賞を受賞。剣道の称号は範士。階級位は八

段。宇城市剣道連盟会長や熊本県剣道連盟顧問などを歴任。趣味は盆

栽で、自宅には100以上もの鉢がずらりと並ぶ程。

　94歳にして今なお放たれる精
彩。剣における必然の理を百錬の
稽古により習得してきたのは、剣
道界の最高峰「範士八段」の西山弘
さん。「基本が一番大事。あとは
それを生かすだけ」と、武道のみ
ならず全ての競技に通じる教えを
説きます。剣道を始めたのは10
歳。道場のない時代や戦争で稽古
ができなかった時代も経験。62歳
で八段を得た時には、言葉になら
ない思いが込み上げてきたと話し
ます。約半世紀の長きにわたり小・
中学生の部活動指導にも尽力。
数々の逸材を輩出してきました。
　今でも週3回、宇城市と上天草
市内で一般の剣士を指導する西山
さん。「健康でいる限り、防具を
着け剣道を続けたい。後輩の育成
にも力を注いでいきたい」。頭に
巻いた手ぬぐいには「主

しゅいつむてき

一無適」の
文字。その言葉通り、心に敬を持
ち、精神を集中統一。今日も一心
不乱に竹刀を振り続けます。

終わりなき探究心

１ 　  市長を表敬訪問
　  (西山さん中央)　    
　  文部科学大臣賞
　  を受賞
　  防具を着け稽古
　  をつける　
　  剣道の基本正

せいがん

眼
　  の構え
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